
令和7年8月23日（土）
■主催：枝幸町社会福祉協議会 ■共催：枝幸町
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一緒に話し合う場

＼枝幸のことは“えさしの皆さん”と考えたい!／



～ 進 行 予 定 ～
（１） 「一緒に話し合う場“ひとのわ”」について 10:00

① “ひとのわ”の目標や目的

② これまでの活動の振り返り

（２） 9/7（日）「あつまれ!健幸の森」に向けて 10:10

① 防災体験 ～ 当日のブース運営方法について

② 枝幸高校「えさし探究授業」について

③ ニュースポーツ体験 ～ ボッチャ ・ モルックのルール共有

（３） 「海岸線ゴミ拾いイベント」の活動報告 11:15

（４） 次回開催予定 11:25

～11時30分終了予定 2



つながりがより強くなっている

新しい仲間づくり

地域の活動を知る

年をとっても楽しく安心して暮らせる

お互い様で支え合えている

みんなで一緒に考えられている

・さいごまで暮らし続けられるまち「枝幸町」
・笑顔でつながる「枝幸町」

一緒に
話し合う場
“ひとのわ”

参加者の健康づくり

地域課題の
見える化

色々な取組み
事例などを学ぶ

一緒に課題解決の
方法を探ってみる

地域の課題を広く
共有できている

近助のつながりが
より強まっている

地域に賛同者が
増えている

困りごとの支援が
できている

地域の高齢者が
元気になっている

地域貢献の活動が
できる町民が
増えている

仲間で一緒に

取り組みましょう！

人口が減っていても、
地域のつながりで
支え合えている

新しい仲間も
でき、地域の
活動も知れる

参加者の知識や
経験も増え、楽し
みが増えている
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【課題】(地区回りの聞き取り)

高齢になると住み続けられなくて
町外に出て行く人が多い

(１)「一緒に話し合う場“ひとのわ”」について

≪ 活動の目的 ≫
①“ひとのわ”による新たな

「交流の場」

②「地域課題」の共有

③一緒に活動できる・考える
ことができる「協力者」づくり

④やってみたいことの実行や
行動を起こす方の「伴走支援」

地域のつながりにより、
「枝幸町」で楽しく暮らしましょう!

参加者のお気持ちや考えを大切に！
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① Ｒ5.10月の「地域づくり講演会」振り返り

② NHKローカルフレンズ（交換留学編）鑑賞
・ 鷲見さん鹿児島県南大隅町との交流

③ グループワーク:参加理由・やってみたいこと

■第１回 Ｒ5年12月:32名

① NHKローカルフレンズ（枝幸編）鑑賞
・都会にないものが枝幸には全部ある

② 鷲見さんのお話し
・枝幸に住んで感じることや町の魅力

③ グループワーク:枝幸の良いところ

■第２回 Ｒ６年３月:42名

① 人のつながりやサロン参加による効果
② 朗らかクラブ「ワッハッハ!!」見学

・ 井上代表との対談、サロン利用者交流

③ グループワーク:地域のサロン活動について
④ 会の名称決定: “ひとのわ”

■第３回 Ｒ６年６月:45名

① Ｒ6.9月の「地域づくり講演会」振り返り
② 地域おこし協力隊員 鈴木耕治さんのお話し

・枝幸に住んで思うこと これからやってみたいこと
③ グループワーク:・わたしでできることでよければ!

・やってみたいこと!

■第４回 Ｒ６年10月:39名

●参加理由：色々な意見を聞きたい・勉強になる・つながり作り

●やってみたいこと：交流・恩返し・地域づくり

●知りたいこと：コミュニティバス・介護保険制度

●あるといいもの：居場所・移動手段・生活支援
●人が温かく、魅力的 ●自然が豊かで景色がいい

●海の資源が沢山で海産物がおいしい

●子育てに力を入れた取り組みがある

●参加者がイキイキしていて楽しそう

●若いうちから顔見知りになっていることも大切

●歌登地区の活動も広めたい

●サロン運営費の助成や寄付も必要

■一緒に話し合う場“ひとのわ”の活動経過

●「わたしでできることでよければ！」として、日常生活やイベント支援、

事業開発など沢山の意見があり、すでに町にある資源の共有も必要

●「やってみたいこと！」では、娯楽・体験事業、地域交流・スポーツ振興、

居場所づくり、環境美化、防災事業、地域力向上などの多くのアイデア



■第５回 Ｒ７年１月:27名

① グループワーク:やってみたいことの交通整理
② 湯澤さん 『枝幸移住のＱ＆Ａづくり』 ご紹介

■第６回 Ｒ７年４月:27名

① 取り組み紹介:移住のＱ＆Ａづくり・お花見交流会
② グループワーク:やってみたいことの取り組み方法深掘り
③ 全体の意見交換: “ひとのわ”活動の方向性共有

●やってみたいことを４つのグループに整理し、具体的な事業

内容や実施にあたっての課題など意見交換

●“ひとのわ”参加者の中から、自主的な活動のご紹介があり、

協力の呼びかけ

●「移住のＱ＆Ａづくり」や「スマホ相談会」の取組み状況や地域おこし

協力隊による お花見交流会の開催案内

●やってみたいことの実現方法や活動の方向性など意見交換

■第７回 Ｒ７年６月:27名

① 参加者による体験会:防災とニュースポーツを体験
② 意見交換:体験してみての感想と今後の取組み
③ 取り組み紹介: 海岸のゴミ拾いイベントほか

●やってみたいことの中から「防災」と「ニュースポーツ」を体験

●体験してみての感想や町民向け事業実施に向けた意見交換

●海岸のゴミ拾いやおもちゃ博の開催、えさし遊び場プロジェクトなどの

取り組み紹介

① 意見交換
「あつまれ!健幸の森」出展ブース」の相談

■第８回 Ｒ７年８月

９月７日に開催となる健康まつり「あつまれ！健幸の森」

において、防災とニュースポーツの体験コーナーを設けるた

め、内容等を協議する。
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(２)「あつまれ!健幸の森」に向けて
イベントの成功に向けて、これまで４回の実行委員会が

行われています。次回は、９月１日（月）の予定です。
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“ひとのわコーナー”
の体験で

青シールゲット



9/7(日)開催 「あつまれ!健幸の森」 ブース見取り図

8
２階ホールのステージ反対側が、“ひとのわコーナー”のスペースになっています。
レイアウトなども含めて皆さんと相談しましょう!
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※進行 あつ森実行委員 仲沢 聡さん

■ひとのわコーナー運営についての相談

・防災体験コーナーの全体的な流れ（設営場所・スタッフ人数・体験時間・方法など）

・段ボールベットの必要数など
（町防災担当に、段ボールベットとパーテーションの借用及び非常食の提供について、依頼済み）

・その他に必要となるもの
（電気ポット・ハサミ・タオル・ゴミ箱・ひとのわ活動周知パネルなど）

段ボールベット

① 防災体験コーナー



・枝幸高校総合的な探究の時間
「えさし探究授業」について

・「あつ森」で、高校生はどのような活動をしますか?

・“ひとのわ”として、どの様なサポートをしましょうか?

② 枝幸高校 ❝えさし探究授業ブース❞
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※ボッチャ進行・ルール解説 ～ 濱田一郎さん

■ボッチャ
ジャックボールと呼ばれる白いボール（目標球）を投げた後、

対戦する両者がそれぞれ赤と青の６球を投げ合い、自球をより
ジャックボールに近づけたチームまたは個人が勝者となる。

※モルック進行・ルール解説 ～ 包括支援センター 塩谷さん・斎藤さん

■モルック
モルックを投げて倒れたスキットルの内容（本数又は表示

されている数字）によって、合計点数を50点ピッタリの得点
としたチームが勝者となる。
50点を超えてしまった場合は、25点へ減点されてゲームが

継続されます。

ボッチャ

モルックの並べ方

③ ニュースポーツのルール共有

モルック



ごみ拾いイベント

のご報告
ーハッピーな海へー

発表者：石橋 絆
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（３）活動報告



イベント名：ゴミ拾いイベント

〜ハッピーな海へ〜

開催日：2025年6月28日（土）
時間：13時30分〜15時00分頃

場所：弓ヶ浜

（集合：枝幸水産加工業協同組合周辺駐車場）

主催：きずな

共催・協力：

-枝幸オホーツクライオンズクラブ
-えさし遊び場プロジェクト
-ひとのわ
-地域おこし協力隊等

「君は一緒にゴミを拾う？」というテーマを掲げ、

子どもから大人までが海岸の清掃に参加する機会を

提供。

イベント

概 要
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イベントの目的
• 目的は、海辺の清掃、枝幸町の自然を感じる、ひとのわをひろげることです。

■協力
•ライオンズクラブから、軍手と飲み物のご提供をいただき、
枝幸町から、ごみ袋、火挟み、ごみの処理のご協力をいただきました。

■参加者数
•合計参加者数：約４５名
•子連れの家族や高校生ボランティア

■活動内容
•弓ヶ浜の海岸にてゴミ拾い活動を実施
•漂着ごみなど
•ゴミは種類ごとに分別（可燃、不燃、リサイクル等）
•拾ったゴミは地域のルールに則って処理
•参加者には、軍手やトング、ゴミ袋などを配布

海の環境問題

★参加者の感想等
・子供も大人も宝探しのように一生懸命ゴミ拾いをしていた。

・ゴミの多さに驚いた。

・ゴミを拾わなければという意識になった。

・普段の生活で、捨てられているゴミが目につくようになった。

・拾うことで達成感や喜びを感じ、「やってよかった」という

気持ちになる人が多かった。

・参加できて楽しかったという声が多く、感謝してくれる方もいた。
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掘り起こせない砂に埋まったゴミもたくさん

自転車など

の

粗大ごみ

漁業関係の

網や縄

どんなゴミがあった？

缶や

ペットボトル
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課題等メリット

砂に埋もれたごみの回収適度な運動になり健康増進

まだまだたくさんゴミがある天然資源の保護に貢献

今後も増え続けるゴミ社会貢献

タイヤなどの有料ゴミの処理気分転換

日頃から家庭や学校での教育様々な人の交流機会

課題
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本当にたくさんのゴミが

ありました

まとめ

新聞にも掲載されました
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清掃後のビーチの

活用をみんなで考えていく

ビーチコーミング
８月にビーチフラが

行われました
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次回開催予定

“ひとのわ”の参加者で一緒に “試す人” になりましょう!
皆さんのご協力をよろしくお願いします。
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本日は、第８回一緒に話し合う場“ひとのわ”へ
ご参加くださり誠にありがとうございます。

9/7(日)開催「あつまれ!健幸の森」に向けて
皆さんで頑張っていきましょう!!

次回は、令和７年 月頃 の開催を予定しています。


